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第

号

ご自由にお取りいただけるよう、

多数部回覧お願いいたします。

こ
の
区
域
に
は
種
々
の
散
歩
道
が
有
る
と
思
い
ま

す
が
、
私
が
毎
日
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
が
、

今
回
ご
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
か
む
ろ
坂
通
り
」

で
す
。
で
は
、
出
発
点
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
環

状
6
号
線
（
通
称
山
手
通
り
）
を
五
反
田
方
面
か
ら

来
て
、
目
黒
線
の
高
架
を
過
ぎ
100
ｍ
程
の
交
差
点
が

「
か
む
ろ
坂
下
」
で
す
。
こ
こ
か
ら
「
か
む
ろ
坂
通

り
」
が
始
ま
り
ま
す
。

「
か
む
ろ
坂
」
の
由
来
は
『
今
か
ら
三
百
数
十
年

前
、
元
鳥
取
藩
士
白
井
（
平
井
）
権
八
が
悪
事
を
働

い
た
こ
と
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
の
を
悲
し
み
、
吉
原

の
馴
染
み
の
遊
女
小
紫
が
自
害
し
た
。
帰
り
の
遅
い

小
紫
を
探
し
に
き
た
“
か
む
ろ
（
遊
女
見
習
い
の
幼

女
）
”
が
帰
る
途
中
な
ら
ず
者
に
襲
わ
れ
、
逃
げ
場

を
失
い
近
く
に
あ
っ
た
池
に
身
を
投
じ
、
み
ず
か
ら

命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
哀
れ
ん
だ
近
く
の

住
人
が
、
な
き
が
ら
を
池
の
近
く
に
葬
っ
た
と
こ
ろ
、

美
し
い
花
が
咲
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
花
を
か
む
ろ

草
、
付
近
の
丘
を
か
む
ろ
山
、
こ
の
丘
に
通
じ
る
坂

を
「
か
む
ろ
坂
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
か
む
ろ
坂
下
」
交
差
点
か
ら
通
り
に
入
る
と
、

桜
の
街
路
樹
が
道
路
を
覆
う
よ
う
に
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
桜
は
昭
和
20
年
代
、
周
辺
に
住
む
人
た

ち
が
苗
木
を
植
え
た
の
が
桜
並
木
の
誕
生
と
言
わ
れ
、

毎
年
こ
の
桜
が
開
花
す
る
と
道
路
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル

と
な
り
、
見
応
え
の
あ
る

景
観
と
な
り
ま
す
。
又
、

桜
の
花
が
桜
吹
雪
と
な
り
、

散
っ
た
後
の
葉
桜
に
な
る

と
、
今
度
は
緑
の
ト
ン
ネ

ル
と
な
り
、
こ
れ
も
一
見

に
値
す
る
景
色
で
す
。

坂
を
100
ｍ
余
歩
き
信
号

の
あ
る
交
差
点
が
、
目
黒

線
「
不
動
前
駅
」
入
口
で

す
。
こ
こ
を
交
差
す
る
道
は
「
目
黒
不
動
尊
」
の

参
道
に
通
じ
る
道
で
す
。
こ
の
交
差
点
を
過
ぎ
る
と
、

左
側
は
大
正
14

年
開
校
の

「
第
四
日
野
小
学
校
」
で
あ

り
、
校
舎
の
屋
上
に
は
芝
生

と
菜
園
が
あ
り
ま
す
。

学
校
を
過
ぎ
る
と
小
さ
な

路
地
を
挟
ん
で
「
か
む
ろ
坂

公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
小
紫
と
か
む
ろ
の
小
さ

な
ブ
ロ
ン
ズ
が
あ
り
、
説
明

文
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
園
に
並
ん
で
、
最
近
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
こ
の
周
辺

で
は
か
な
り
大
き
な
建
物
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
斜
め
、
道
路
の
反
対
側
に
は
「
行
元
寺
」
が
あ
り
ま
す
。

ぎ
ょ
う
が
ん
じ

こ
の
寺
は
、
室
町
時
代
、
江
戸
城
を
築
い
た
際
に
関
係
の

あ
っ
た
名
僧
「
尊
慶
」
に
よ
り
開
か
れ
、
境
内
に
は
仇
討

ち
に
関
す
る
石
碑
と
、
関
東
大
震
災
の
犠
牲
者
慰
霊
の
た

め
の
「
大
震
災
横
死
者
供

養
塔
」
が
あ
り
ま
す
。
行

元
寺
を
過
ぎ
100
ｍ
で
バ
ス

通
り
と
交
差
し
ま
す
。
こ

の
道
路
は
五
反
田
～
渋
谷

間
の
バ
ス
通
り
で
あ
り
、

左
へ
行
く
と
桐
ヶ
谷
斎
場
、

右
に
行
く
と
目
黒
不
動
尊
に
通
じ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら

約
300
ｍ

次
の
交
差
点
ま
で
の
間
は
、
桜
の
古
木
の
街
路

樹
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
旧
か
む
ろ
通
り
は
終
わ
り

に
な
り
ま
す
。
こ
の
交
差
点
よ
り
約
400
ｍ
は
最
近
に
な
っ

て
延
長
さ
れ
た
道
路
で
、
都
道
26
号
線
に
接
続
さ
れ
、
古

く
か
ら
の
道
と
同
様
に
街
路
樹
と
し
て
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
て
、
今
後
何
年
か
経
っ
て
桜
の
名
所
と
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

散
歩
道
の
最
後
は
、
新
し
い
か
む
ろ
坂
通
り
の
途
中
か

ら
右
に
入
り
「
林
試
の
森
公
園
」
で
す
。

公
園
の
広
場
で
は
、
毎
日
早
朝
よ
り
人
々
が
三
々
五
々
集

ま
り
散
歩
や
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
6
時
半

か
ら
は
200
人
を
超
す
人
達
が
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
な
っ
て
い

て
体
操
の
前
後
は
社
交
場
の
感
を
呈
し
て
い
ま
す
。
興
味

を
持
た
れ
た
方
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。(

斉
木

稔)

当町会は山手通りを挟んで目黒川までと、氷川神社前までです。

戸建てが減少し、マンション群になりました。町会員は少なくなり
ましたが、若い人たちが頑張って行事に積極的に参加しています。

○子どもまつり・・・夏休みに入ってすぐに行ないます。どじょう

つかみ、金魚すくい、かき氷、ゲーム等を楽しみます。
○氷川神社大祭・・・各町会と同じように参加し、

さらにこども神輿や独自の神輿で参加します。

○もちつき大会・・・十二月の第一日曜日に子ども

たちと餅をついて皆で食べています。
○その他・・・全国交通安全運動(年二回)年末特別

警戒(夜警)を実施、新入児童と高齢者に祝い品をさ

し上げています。

イタリアのトリエステ出身で在日９年のマッテー

オ先生の指導で７名の女性会員と５名の男性会員で

スローペースのイタリア語の授業を毎週火曜日の

１０時から２時間受けています。授業後の昼食やお
しゃべり、お茶会は会員の随意。お花見、暑気払い、

忘年会、新年会は年間の予定行事。ということで和

気あいあい楽しみながら
続けています。

連絡先 ３７７６－７７９６

木皿 重正

会費 ３，０００円

場所 大崎第一区民集会所

私
の
オ
ス
ス
メ
散
歩
道
紹
介

～
①
か
む
ろ
坂
か
ら
林
試
の
森
へ
～

町会紹介その⑯

町会長 近江氏

仇討ちの碑 優姫(小紫とかむろの碑)

かむろ坂通り （品川WEB写真館）



３４９２－６１１９ ３４４３－１６２９ ３７８６－２２２８

地域の方が協力し意見を出し合って「はなぐるま」を作成しております。ご意見・ご感想や投稿などお気軽にお寄せください。

編集委員も随時募集中です！一緒に紙面作りをしませんか？ 古紙を配合した紙を使用しています。

編集後記 旅立ちの春。今年もたくさんの若者が社会に出ました。かつ

て右肩上がり成長をした日本も現在では様々な困難に直面しています。

しかし皆さんの先輩たちはそうした困難をひとつずつ乗り越えてきてい

ます。今年旅立つ皆さんもこれから出会うであろう苦難にめげることな

く、元気で、明るい人生を歩んで欲しいと切に念じます。そしてこの

「はなぐるま」も小さな応援団になれれば幸せです。（久保田）

ある番組が江戸の食文化を紹介している中

で「煎り酒」を知りました。別の機会に知人
い り ざ け

から話が出たのをきっかけに調べましたら、醤油がなかった江戸時代の

中期頃まで利用されていた調味料とのこと。日本酒と昆布、鰹節、梅干

しで作れるとあり、早速試しました。醤油ほど味が強くなく、梅の酸味

も程良く、白身のお刺身に合います。古の食文化に思いを馳せつつ味わ
いにしえ

いました。（清水）

中原児童センター キッズ館東五反田 平塚児童センター

願
わ
く
ば
理
想
は
高
く
腰
低
く

越
え
る
山
坂
笑
顔
忘
れ
ず

西
五
反
田
６
丁
目

北
野

能
滋

赤
白
の
ま
ん
さ
く
一
枝
地
蔵
尊

西
五
反
田
３
丁
目

加
藤

み
よ
子

春
な
の
に
た
め
息
を
つ
く
孫
が
い
る

大
崎
５
丁
目

浅
田

耕
司

天
然
の
ボ
ケ
は
嫁
ご
の
処
世
術

西
品
川
１
丁
目

藤
本

弘
子

違
憲
で
も
議
員
に
な
れ
る
法
治
国

西
五
反
田
４
丁
目

飯
田

義
郎

今
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
よ
と
砂
時
計

西
五
反
田
６
丁
目

久
保
田

公
二

Ｇｏ！Ｇｏ！プレイプラザ春

日時：5月11日(土)11:30～14:30

会場：平塚中央公園 (平塚児童センター隣)

イベントステージ、防災訓練、ティーンズショッ

プなどの催しがあります。幼児から中高生、

地域の大人までが一同に集まる平塚・後地児

童センター合同の春祭りです。

参加費：無料(一部ショップ有料)

雨天時：平塚児童センター館内

パパとトランポリン

日時：5月18日(土)、25日(土)

11:00～12:00

対象：幼児とお父さん 定員：なし

お父さんと一緒にトランポリンで遊びましょ

う！安全な跳び方、止まり方など、講師の方

に教えてもらい楽しく跳びましょう♪

第１回親育ちワークショップ

期間： 5月22日(水)、29日(水)、6月５日

(水)、15日(土)、19日(水)、全5回

時間：10:45～12:00

対象：０歳児(H,24年４月2日現在)を子育て

中の保護者(なるべく全日出席できる方)

定員：12組(希望者には、保育あり。)

費用：無料

申し込み受付：５月１日(水)～

子育ての事(躾や食事、遊び、友達)何でも話

して気持ちスッキリ！今、子育て中のママや

パパ！同じ地域で、子育て中の皆さんとトー

クタイムを楽しみませんか。

★申込み受付は①4/1～、②4/13～、③④4

/22～開始します★

①平成25年度子ども夢ウィーク事業

「ドリーム★フェスタ」

【午前の部】

わくわくステージ10:30～11:30

5月1日（水）パネルシアター

公演：松家まきこさん

対象：乳幼児親子 ※先着25組

5月2日（木）ファミリーコンサート

公演：木管五重奏「ごもくちらし」さん

対象：乳幼児親子 ※先着25組

【午後の部】

どきどきハウス14:00～16:00（両日）

対象：乳幼児親子 ※事前申込み不要

内容：カラフルなカラービニールを使ったテン

トの中にはボールがいっぱい！埋まったり寝転

んだり親子で楽しく遊びましょう★

②忍者修行道場

5月11日（土）14:30～15:30

対象：4歳以上～小学生 ※先着20名

保護者の参加大歓迎（年少は親子で参加）

子どもと大人が遊びあい、心を響かせあう道場

です。

③チャイルドステーション事業

にこにこたいむ

5月16日（木）13:30～14:30

対象：乳幼児親子 ※先着15組

講師：石川睦子先生（認定子育てアドバイザー）

内容：親子のふれあいあそびやおしゃべりタイ

ム。お家でも簡単にできる手遊びや絵本の紹介

もあり、子育てのヒントがみつかるかもしれま

せん♪

④親子リトミック

5月23日（木）10:30～11:30

対象：2～3歳親子 ※先着15組

講師：片柳千香子先生（リトミック指導員）

内容：リズムに合わせて楽しく身体を動かして

ステキな親子の時間を過ごしてみませんか♪

（動きやすい服装で）

Ｌet's Enjoy運動会

～世代を超えた出会いと交流～

日時：5月12日（土）13：30～14：30

場所：西霧ヶ谷公園

対象：乳幼児親子～誰でも参加できます。

内容：異世代交流運動会

費用：詳細は児童センターへ

申し込み：4月15日（月）～

KＩＤＳチャレンジ

―小学生対象のイベントです―

①プラバン作り（工作）

日時：5月22日（水）16：00～17：00

費用：無料

申し込み：不要

②作れ！たいやきくん（クッキング）

日時：5月29日（水）16:00～17:00

費用：50円（当日徴収）

定員：10名

申し込み： 5/1（水）～定員になり次第終了

親子のひろば

年齢別に親子のふれあい遊びや季節行事・工

作・おやつ作りなどを楽しみ、母親同士の交

流や子育ての仲間作りを応援しています。

◆つくしんぼクラブ◆

（H25.4.2以降生まれの方と妊婦）

毎週金曜日 13:30～14:30

◆チューリップクラブ◆（H24.4.2～H25.4.

1生まれ）

毎週金曜日 10:30～11:30

◆ひまわりクラブ◆（H23.4.2～H24.4.1生

まれ）

毎週月曜日 10:30～11:30

◆さくらクラブ◆ (H23.4.1以前 生まれ)

毎週木曜日 10:30～11:30

※定員のあるものは、電話で事前申し込みを

して下さい。定員になり次第、受付を終了し

ます


